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コミュニケーション学科4年

井戸直登
｜北陸高校出身｜

人との関わりを通してできることを学びたくて、本学科
に入学しました。選択した情報社会コースでは、アイ
デアの出し方を学べる講義や、地域の人を取材する実
践的な授業を経験し、様々なことを吸収できました。
ゼミでは、情報技術で福井県の課題を解決する2つの
企画を考案し、応募・発表。その一つが、地域活性
化・事業プラン審査会「ビジネスプランコンテスト」に
応募した、共働きの母親を対象とするベビーフード宅
配サービスの企画です。子ども一人ひとりの栄養価を
考えたベビーフードを、ビッグデータを用いて自動推薦
する機能が、大きな特徴です。企画を磨いていく過程
で、先生にアドバイスをもらったことで、新規性や実
現性、有用性、ニーズなど、企画における重要なポイ
ントを学べました。社会に出ても、企画から発表まで
をこなせる人になりたいです。

情報技術を活用した、
実際の地域課題への
取り組み方を考案！

だから私は、仁愛大学の
コミュニケーション学科で
学んでいます。

総務省OP E N異能
（Inno）Vation2019で、
応募総数1万3千件の
中から、企業特別賞
（WILLER 株式会社）を
受賞 
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個人留学で、オーストラリア・パースへ
実践的英語力と、広い視野を身につけた1年間。 

2018年9月から1年間、個人留学をしました。準備はもちろん現地での銀行開設
から家探しまでほとんど自分で行うことはとても大変でしたが、個人留学ならでは
のいい経験でした。語学学校に通い、放課後は飲食店でアルバイトをしたり、現
地の友達と出かけたりしたことも、かけがえのない思い出になりました。たった１
年間でしたが、生まれも育ちも福井という井の中の蛙だった私にとって、多文化国
家であるオーストラリアは自分の考えや視野を広げてくれる環境でした。 語学学校で、クラスメートたちと。 

実践的英語力で、
国際社会で
活躍する 

コミュニケーション学科4年

黒川紗妃
｜仁愛女子高校出身 ｜

和服調査を通して地域を再発見
調査を通して地域と関わり、さらに地域が好きに。

越前市は古くから和服に関する産業が盛んですが、多くの若者たちはその歴史を
知りません。和服を着る機会も少なくなっています。そこで、「和服を通して地域を
考えてみる」をテーマに、学生自らが地域と和服との関わりについての調査を企
画・実践しました。「情報・社会調査演習」の授業を通して、武生商店街の呉服屋
店主や、着物をPRする団体の創設者にインタビュー。また、調査を通して生まれた
多くの人 と々のつながりを活かし、日常生活に着物を取り入れて楽しむ若者たちの
サークル「きものっこ」と合同イベントを開催しました。学びを深め、大学と地域の
結びつきを強める活動となっています。

近隣の御誕生寺で、和服を着て地域と交流。

情報活用力で、
地域の文化を
創造する 

主な就職先（過去3年分） 
●建設業：永和住宅、永森建設 ●運輸業：JR西日本、敦
賀海陸運輸 ●卸売業、小売業：轟産業、ユニフォームネ
クスト ●製造業：アイシン・エィ・ダブリュ工業、エル･ロー
ズ、ジャパンポリマーク、セーレン、福井村田製作所 ●
サービス業：暁産業、武生商工会議所 ●複合サービス事
業：JA福井県、日本郵政グループ ●公務：福井県教育委
員会（中学校・高等学校英語教員）、福井県庁（司書）、福
井県警察、越前市役所、南越前町役場 ●情報通信：福井
放送、ALL CONNECT ●金融業、保険業：福井信用金
庫、北陸銀行 ●医療、福祉：福井県済生会病院、福井県
労働衛生センター｠

英語コミュニケーションコース

情報社会コース

販売・営業職
31名事務職

24名

情報処理
技術者

7名

社会福祉専門職 2名
サービス職業従事者 1名

教員
（中学校・高等学校）
1名

製造業
20名

卸売・小売業
16名情報通信業  9名

サービス業 7名

金融・保険業 5名

医療・福祉 3名

宿泊業・
飲食サービス業 2名 教育・学習支援業 1名

地方公務1名

業種別割合 職種別割合

メディア・コミュニケーション論
メディアの特徴を分析し、情報の扱い方を考える。

情報が溢れる現代において、多様なメディアが私たちの生活に深く関係しており、
伝える情報とメディアとの関係を考察することはとても重要です。この授業では、
様々なメディアを分析して特性や役割を学び、メディアの歴史と社会の変容につい
て考えます。新聞、ラジオ、電話、映画、テレビ、スマホ、YouTube、ゆるキャラなど、あ
らゆるメディアについてグループワークで理解を深め、考察することで物事の本質を
問う力、考える力、表現する力を身につけていきます。 メディアの特性を意識しながらグループワークを実施。

構想・実行力で、
課題を解決する 

企画・マネジメントコース

 コミュニケーション学科の多様な進路（2019年度卒業生）

［大　学］人間学部／心理学科・コミュニケーション学科　人間生活学部／健康栄養学科・子ども教育学科　［大学院］人間学研究科（修士課程）臨床心理学専攻
〒915-8586 福井県越前市大手町3-1-1　　0120-27-2363　http://www.jindai.ac.jp/　mnyusi@jindai.ac.jp

コミュニケーション学科 アクション＆リポート

それぞれのコースで修得できる、
社会で活きる力。
本学科では、3つのコースがそれぞれの専門領域を生かした実践的な活動を実施。
社会の様々なシーンで活きる、コミュニケーション能力を身につけます。


